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	背景
	この遺伝子は癌関連抗原をコードし、少なくとも 2 つの I 型膜タンパク質を含むファミリーのメンバーです。この抗原は、ほとんどの正常上皮細胞および消化管癌に発現しており、同型のカルシウム非依存性細胞接着分子として機能します。この抗原は、ヒト癌の免疫療法の治療標的として使用されています。この遺伝子の変異は、先天性房状腸症を引き起こします。組織特異性: このタンパク質は、ほぼすべての上皮細胞膜に発現していますが、中胚葉細胞膜や神経細胞膜には発現していません。腺癌の表面に見られます。ABCAM:上皮細胞接着分子 (EpCAM) は、40 kDa の細胞表面抗原です。この抗原は、多くのグループによって独立して同定されており、様々な名前で知られています。EpCAM に対するモノクローナル抗体がいくつか作成されており、その多くは癌の腫瘍特異的分子として説明されています。 EpCAMは、タイプ1の膜貫通型糖タンパク質です。成体扁平上皮細胞、および肝細胞や胃上皮細胞などの特定の上皮細胞を除く、ほとんどの上皮組織の細胞基底膜上に発現しています。EpCAMの発現は、腫瘍細胞で発現が亢進し、異形成扁平上皮細胞では新規発現が見られることから、早期悪性腫瘍のマーカーとなる可能性が報告されています。BIOLEGEND：この細胞表面の糖化40kDタンパク質は、骨髄、結腸、肺、そしてほとんどの正常上皮細胞で高発現しており、消化管起源の癌にも発現しています。
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	HTC116（1）およびT47D（2）細胞溶解物に対するEPCAMマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	EPCAM マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト肺がん (A)、大腸がん (B)、乳がん (C)、および直腸がん (D) の免疫組織化学分析。

